
資

ド}

昭
和
二
十
四
年
七
月
|

|
九
月

日
本
銀
行
勘
定
移
動
概
況

は

し

が

き

従
来
調
査
時
報
に
掲
載
し
て
来
た
「
日
本
銀
行
勘
定
に
よ
る
日
本
銀
行
券
増
減
原
因
分
析
」
は

日
木
銀
行
券
が
日
本
銀
行
の
如
何
な
る
勘
定
を
通
じ
て
酬
明
滅
し
、
そ
の
内
政
府
に
対
す
る
信
用

の
供
与
乃
至
回
収
に
よ
り
幾
何
、
民
聞
に
対
す
る
信
用
の
供
与
乃
至
回
収
に
よ
り
幾
何
噌
滅
し

た
か
を
分
析
し
、
更
に
そ
の
原
因
に
付
て
も
出
来
る
限
り
の
究
明
会
加
え
た
も
の
で
あ
る
が
、

右
の
分
析
は
本
来
日
本
銀
行
券
が
膨
版
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
際
そ
の
原
因
を
究
明
す
る
こ
と

に
主
眼
が
蹴
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
最
近
経
済
情
勢
の
激
変
に
よ
り
日
本
銀
行
券
が
恒

常
的
増
加
を
み
る
が
如
、
含
こ
と
は
無
く
な
り
、
そ
の
増
加
も
主
と
し
て
季
節
的
要
因
に
基
く
と

と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
従
来
の
如
含
分
析
は
そ
の
芯
味
を
半
減
す
る
ζ
と
と
な
っ
た
の
で
、

本
号
よ
り
日
本
銀
行
勘
定
の
移
動
状
況
及
び
之
が
如
何
な
る
原
因
に
基
い
て
い
る
か
を
究
明
す

る
こ
と
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。
従
っ
て
日
本
銀
行
券
が
対
政
府
関
係
、

+
穴
々
殻
何
の
増
減
を
見
た
か
は
触
れ
な
い
こ
と
と
し
、
昨
主
要
勘
定
の
移
動
を
通
じ

一
般
市
中

対
民
間
関
係
に
於
て

の
金
融
情
勢
に
も
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。
(
品
崎
〉

一、
七

月

中

本
月
中
の
主
要
勘
定
の
移
動
を
先
づ
資
産
の
而
よ
り
見
る
と
、
貸
出
金
が
五
、

八
二
七
百
万

円
の
減
少
を
示
し
て
い
る
が
、
之
は
貸
付
金
の
減
少
六
、

O
八
八
百
万
円
に
基
く
も
の
で
あ

り
、
之
を
金
融
機
凶
別
に
み
る
と
、
山
間
林
中
央
金
陣
が

一
、
一ニ
引八
二
百
万
円
を
増
加
し
た
に
も

拘
ら
ず
、
十
一
大
銀
行
が
六
、

O
三
五
百
万
円
を
減
少
し
て
い
る
。
而
し
て
か
か
る
貸
出
金
減

少
の
原
因
が
主
と
し
て
内
地
指
定
預
金
の
知
人
に
あ
っ
た

こ
と
は
其
仙
勘
定
の
預
ケ
金
が
一

O
、

0
0
0百
万
円
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
次
に
国
債
其
仙
証
券
は
六
、

五
一
一

一百
万
円
を
増
加
し
て
い
る
が
、
右
の
内
国
債
は
復
興
金
融
債
券
儲
越
の
た
め
の
五
分
半

刺
国
山
般
券
の
受
入
一

、
五
O
二
百
万
円
、
設
備
資
余
供
給
等
の
為
め
に
す
る
生
命
保
険
会

ムハ八

社
、
信
託
銀
行
、
無
尽
会
社
、
信
用
組
合
よ
り
の
賀
入
に
よ
り

二
、
一
二
六
九
百
万
円
を
増
加

し
、
又
食
糧
証
券
は
引
受
が
九
、

0
0
0百
万
円
、
預
金
部
の
食
料
品
、
油
糧
一向
公
団
に
対
す

る
貸
付
(
六
、
七
七
二
百
万
円一
)
資
金
調
達
の
為
め
に
す
る
阿
部
よ
り
の
買
入
が
四
、

七
五
O
百

万
円
に
上
り
、
償
還
及
び
復
興
金
融
金
体
並
に
閉
鎖
機
関
へ
の
売
却
に
も
拘
ら
ず
結
局
六
、
三

O
八
百
万
円
を
増
加
し
、
復
興
金
融
債
券
の
み
は
設
備
資
金
供
給
等
の
為
め
に
す
る
市
中
銀
行

等
よ
り
の
賀
入
超
過
ご
、
O
六
三
百
万
円
に
拘
ら
ず
償
還
が
四
、

O
七
八
百
万
円
に
土
っ
た
為

め
二
、

一
六
五
百
万
円
を
減
少
し
た
。

次
に
負
債
面
に
於
て
は
、
先
づ
発
行
銀
行
券
は
上
初
七
、
七
九
五
百
万
円
、
中
何
六
、
九
四

一
三
五
百

五
百
万
円
を
収
縮
し
、
下
何
九
、
六
O
五
百
万
円
の
増
発
を
示
し
た
が
、
月
中
五
、

万
円
の
減
少
と
ほ
ぼ
前
月
同
級
の
収
縮
振
り
を
示
し
た
。
政
府
預
金
は
当
座
預
金
三
、
二
五
三

百
万
円
、
内
地
指
定
預
金
一

O
、

0
0
0百
万
円
、
援
助
資
金
預
金
三
、

0
0九
百
万
円
夫
々

増
加
し
た
結
果
二
ハ
、

四
二
五
百
万
円
の
増
加
を
示
し
た
。
と
の
内
当
臨
預
金
に
於
て
は
租
税

収
入
、
抑
制
花
油
粗
等
援
助
物
資
払
下
代
金
収
入
の
好
調
を
反
映
し
て
民
間
関
係
に
於
て
六
、

0
0百
万
円
を
地
加
し
、
又
本
行
関
係
に
於
て
は
前
述
せ
る
食
糧
証
券
の
引
受
超
過
及
び
預
金

部
よ
り
の
食
糧
証
券
買
入
に
よ
り
一

O
、一
一二
九
百
万
円
を
増
加
し
た
が
、

他
方
指
定
預
金
と

の
組
替

一
O
、
0
0
一
百
万
円
及
び
木
月
よ
り
新
に
開
設
さ
れ
た
援
助
資
金
預
金
と
の
組
替
に

よ
り
三
、

O
O九
百
万
円
夫
々
減
少
し
た
。
媛
助
資
金
預
金
は
第

一
回
分
と
し
て

一
O
、
。
。

O
百
万
円
が
繰
入
れ
ら
れ
、
固
有
鉄
道
へ
五
、
六

一
九
百
万
円
、
屯
気
通
信
事
業
会
計
へ一

、

三
七
二
百
万
円
夫
均
投
融
資
さ
れ
た
。
尚
其
他
勘
定
が
五
、
六
一
一
一
一
百
万
円
を
増
加
し
て
い
る

が
、
之
は
主
と
し
て
国
昨
送
金
為
栓
の
哨
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
て
日
本
銀
行
主
袈
湖
・
起
の
移
動
を
通
じ
て
見
た
一
般
市
中
の
金
融
情
勢
は
国
悩
其
他
証

券
の
増
加
を
上
廻
る
政
府
預
金
の
増
加
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
如
く
財
政
資
金
の
引
揚
が
顕
著
で

あ
り
、

一
方
市
中
銀
行
の
貸
出
地
加
は
三
一
、
五

O
八
百
万
円
と
そ
の
預
金
増
加
二
三
、
七
五

四
百
万
円
を
超
過
し
、
そ
の
不
足
尻
を
政
府
指
定
預
金
の
預
入
、
日
木
銀
行
に
対
す
る
復
興
金

融
悩
券
の
売
却
等
に
よ
り
制
迷
し
た
が
、
尚
且
つ
日
本
銀
行
券
の
収
納
を
免
れ
な
か
っ
た
。
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五、六一一一

一

一
四
、
五
六
六

一一、

月

中

八
本
月
中
の
主
要
勘
定
の
移
動
を
先
づ
資
産
而
よ
り
見
る
と
、
政
府
貸
上
金
が
貿
易
資
金
特
別

会
計
及
び
国
有
鉄
道
よ
り
の
返
済
に
よ
り
三
、

0
0
0百
万
円
減
少
し
た
が
、
民
聞
に
対
す
る

貸
出
金
は
一
六
、

O
凶
八
百
万
円
の
激
期
を
示
し
て
い
る
。
之
は
主
と
し
て
貸
付
金
期
加
一

五
、
八
九
七
百
万
円
に
娃
〈
も
の
で
あ
る
が
、
右
の
内
農
林
中
山
火
金
時
の
六
、
九

一
三
百
万
円

を
諒
顕
と
し
て
特
殊
鍬
行
二
、
六
四
四
百
万
円
、
十
一
大
銀
行
二
、
七
四
九
百
万
円
、
其
他
鍛

行
三
、
四
六
三
百
万
円
と
各
金
融
機
関
共
夫
々
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

農
林
中
央
金
作
の
著

増
は
麦
、
府
鈴
川
拐
の
供
出
が
一
服
し
た
為
め
食
腕
管
理
特
別
会
計
よ
り
の
前
故
金
が
一

O
、

0

0
0百
万
円
に
止
っ
た
の
に
対
し
、
秋
肥
代
金
、
生
活
資
金
等
の
た
め
の
預
金
払
民
資
金
の
貸

付
が
多
制
に
上
っ
た
と
と
に
原
因
し
て
い
る
。
又
銀
行
に
於
け
る
哨
加
は
全
国
銀
行
の
貸
出
増

加
が
二
七
、
九
六
七
百
万
円
と
指
定
預
金
を
除
〈
預
金
の
増
加

一
λ
、
八
七
七
百
万
円
宮
大
幅

に
上
廻
っ
た
結
製
で
あ
る
。
次
に
困
伯
其
他
証
券
は
二
、
六
六
九
百
万
円
を
減
少
し
て
い
る

が
、
布
の
内
国
民
は
設
備
資
金
供
給
等
の
為
め
に
す
る
生
命
保
険
会
社
、
信
託
銀
行
、
無
尽
会

社
、
信
州
組
合
よ
り
の
貿
入
に
よ
り
八
九
七
百
万
円
増
加
し
た
反
町
図
悩
控
理
基
金
特
別
会
計

へ
の
先
却
に
よ
り
紡
周
二
八
四
百
万
円
を
増
加
し
、
又
食
航
証
券
は
引
受
が
七
四
、

0
0
0百

万
円
、
農
林
中
火
金
昨
よ
り
指
定
預
金
引
揚
問
、
六

O
O
泊
万
円
に
伴
う
買
入
が
凶
、
六
八
七

預預

三
七

O

金

(+) 

「本

行

関

係

一民

間

関

係

三
、
一
二ー
さ

二

援

助

資

金

預

金

と

の

組

替

一

指

定

預

金

と

の

組

替

戸

そ

の

他

預

金

と

の

組

替

一O
、0
0
0

一誠

三、

O
O九
ム
国-屯

一ム
ハ
二一

三
六

O

て
O
七
凶

一O
、
0
0
0

主
、
六

一
九

一
、
三
七
一
一

(ー)ト)(→(吋(吋

一
O
、
一
一
二
九

六
、
一
O
O

三、

O
O九

一O
、
O
O
一

一
五
六

金

十

金

気有

通
鉄

{言
公J邑

4t!をへ

引貸

受付入

(十)(一)付(ーけい・)

百
万
円
あ
っ
た
が
、
他
方
償
還
四

O
、
六
二
九
百
万
円
、
預
金
郎
、
復
興
令
融
金
陣
、
閉
鎖
機

聞
に
対
す
る
売
却
越
が
夫
々
一
二
、
四
五

O
百
万
円
、
二

O
、
七

O
六
百
万
円
、
八
、
六
四
四

百
万
円
に
上
っ
た
為
め
一一一
、
六
八
一
百
万
円
を
減
少
し
、
文
復
興
金
融
債
券
は
、
前
月
に
引
統

き
設
備
資
金
供
給
等
の
為
め
に
す
る
市
中
銀
行
よ
り
の
賢
人
が
二
、
八
二
八
百
万
円
に
上
っ
た

為
め
悩
遣
に
よ
る
減
少
二
、
二

O
O百
万
円
を
差
引
い
て
も
尚
七
二
八
百
万
円
を
附
加
し
た
。

次
に
負
債
而
に
於
て
は
先
づ
発
行
銀
行
券
は
上
何
中
旧
命
関
係
資
金
の
需
要
旺
摘
を
反
映
し

て
二
、
九
三

O
百
万
円
を
増
発
し
、

中
何
六
、
七
一
五
百
万
円
を
収
納
し
た
も
の
の
下
何
に
於

て
三
、

人
立
一
、

八
七
二
百
万
円
を
増
発
し
結
局
λ
七
百
万
円
の
微
増
を
示
し
た
。
政

h

肘
預
金
は
当
座
制
限

五
九
三
百
万
円
、
内
地
指
定
預
金
問
、
六

O
六
百
万
円
夫
々
減
少
し
た
が
、
援
助
資
金

七
四
一
百
万
円
、
其
他
預
金

一
、
二
八
六
百
万
円
夫
々
噌
加
し
た
結
果
、
結
局

七
、

λ
こ
λ
百
万
円
の
増
加
を
示
し
た
。
而
し
て
当
座
預
金
に
於
て
は
一
般
会
計
が
依
然
租

税
、
思
苑
議
金
の
好
訓
を
反
映
し
一
二
、
二
四
六
百
万
円
、
食
制
特
別
特
別
会
計
が

一
問
、
八

一
九
百
万
円
夫
々
引
揚
超
過
を
示
し
た
が
、
食
脳
証
券
の
市
中
償
還
が
二
二
、
七
一
一一
一百
万
円

に
上
っ
た
為
め
民
間
関
係
に
於
て
九
、

O
五
二
百
万
円
を
減
少
し
、
又
援
助
資
金
制
金
と
の
組

桜
に
よ
り
一
二
、
七
回
二
百
万
円
を
減
少
し
た
。
此
の
為
め
日
本
制
限
行
四
係
に
於
て
前
述
の
如

〈
主
と
し
て
食
粗
証
券
の
引
受
超
過
に
よ
り
一
六
、
八
七
八
百
万
円
、
指
定
預
金
の
引
拐
に
よ

制
金
一
二
、



り
四
、
六

O
七
百
万
円
を
調
達
し
た
。

尚
援
助
資
金
預
金
は
第
三
回
分
と
じ
て
一
八
、-五
O
三

百
万
円
が
繰
入
れ
ら
れ
、
固
有
鉄
道
へ
三
、
二
ハ
五
百
万
円
、
電
気
通
信
事
業
会
計
へ
二
、
五

九
七
百
万
円
夫
々
控
融
資
さ
れ
た
。
尚
其
他
勘
定
が
三、

九
六
三
百
万
円
減
少
し
た
が
、
之
は

主
と
し
て
国
庫
送
金
為
替
の
増
加
に
基
い
て
い
る
。

.

か
〈
て
日
本
銀
行
主
要
勘
定
の
移
動
を
通
じ
て
見
た
一
般
市
中
の
金
融
情
勢
は
、
財
政
資
金

主

要

勘

--， 定

資

産

上

ノ、
主Z

政

府

貸

貸

出

A 
= 

他

証

債

其

券

国

庖

勘

定

代

理

其

他

言，.

日
本
銀
行
券
増
減
原
因
分
析

移

l状

況

動
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三
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O
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二
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九
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昭
和
二
十
四
年
七
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九
月
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貸告IJ

付

号|

圃食

糧

興

金

融

債

. ~ 
，...A-ー、

其預

ケ

手証

の
引
揚
が
依
然
顕
著
で
あ
り
、
食
糧
証
券
の
大
量
市
中
償
還
に
も
拘
ら
ず
結
局
円
本
銀
行
よ
り

の
信
用
供
与
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
と
は
市
中
銀
行
の
預
金
増
加

一
λ
、
二
回
二
百
万

円
に
対
L
貸
出
増
加
は
二
七
、
九
六
七
百
万
円
と
こ
れ
を
上
廻
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
か
で

あ
る
が
、
日
本
銀
行
券
は
漸
く
微
増
を
示
す
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
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金
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会
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買
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四
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行

よ
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買
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会
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買
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一
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買
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引
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七
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五
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七五
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0
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四
O
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六
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八
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回
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料

負

土首

減

債
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銀
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券
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政

預

金
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七
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八
=
八

府

預

(→ 

其

山
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一
、
五
七
四

Jえ.
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(+) (ー)
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九
六
三

、
三
七
八

昔|問

三
、
九

月

中
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下中上当

座

品
也・4

E

，

指

定

内援

助

資

金

，---'、一一、
内其金其

回融

為他.出他

替
l喝

決預預

済預

金金金金

本
月
中
の
主
要
勘
定
の
移
動
を
先
づ
資
産
面
よ
り
見
る
と
、
制
引
手
形
が
二
、

O
四
九
百
万

円
、
貸
付
金
が
八
、
四
九
五
百
万
円
夫
々
一増
加
し
て
い
る
が
、
右
の
内
銀
行
の
増
加
は
著
し

〈
、
農
林
中
央
金
庫
の
み
は
食
糧
管
理
特
別
会
計
よ
り
の
前
渡
金
が
順
調
で
あ
っ
た
為
め
一
、

九
二

O
百
万
円
を
減
少
し
た
。
政
府
貸
付
金
は
間
有
鉄
道
に
対
す
る
貸
付
金
の
返
済
に
よ
り

一、

0
0
0百
万
円
を
減
少
し
た
。
次
に
国
債
は
二
七
、
一
て
八
百
万
円
の
大
幅
な
減
少
宣
布

し
た
が
、
右
の
内
長
期
凶
般
の
み
は
、
八
月
を
以
て
終
了
し
た
市
中
銀
行
手
持
復
興
金
融
樹
勢

の
賀
入
に
代
わ
り
、
重
一
安
・
起
業
に
対
す
る
長
加
資
金
供
給
を
円
滑
な
ら
し
め
る
目
的
を
以
て
新

た
に
銀
行
及
ひ
生
命
保
険
会
社
所
有
国
債
の
買
入
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
為
め
、
出
林
中

央
金
伸
、
無
尽
会
社
、
信
用
組
合
等
よ
り
の
買
入
を
含
め
三
、
七
八
六
百
万
円
を
著
増
し
た
。

又
食
糧
証
券
は
引
受
九
、

O
O
O百
万
円
に
対
し
、
償
還
一
、
一
九
五
百
万
円
の
外
預
金
部
へ

の
売
却
趨
七
、
九
七

O
百
万
円
、
米
国
対
日
援
助
見
返
資
金
会
計
へ
の
売
却
二
五
、

0
0
0百

万
円
、
復
興
金
融
令
伴
へ
の
完
却
二
、
六
七
六
百
万
円
、
閉
鎖
機
関
へ
の
売
却
超
二
、一

一一一一八

百
万
円
等
大
円
の
売
却
を
み
た
為
め
三

Q
、
九

O
四
百
万
円
の
激
減
を
示
し
た
。
次
に
般
券
は 預

預預

三
七
二

備

考

句伺句

(+)(寸(吋

ー 二 四 一 三六ご

二八四 二 七六 五 八七九
七四五八四 O 九 七一三
七二五六一六 三 二五O

f一...._____ ，_，.._ー一ー、
電園都: 其指援民本

気有 他定型

通 預?民民
鉄 金問行

{言川 金金預

公""" とと金

般へ ののぞ閑閑

引貸 組組組

受付入替替替係係

一
八
、
五

O
一二

一
一、
一
六
五

二
、
五
九
七

(ー)(+)(ー)(ー.)(+)

金

(ー)

一
六
、
入
七
八

九、

O
五
二

一
二
、
七
回
二

回
、
六

O
七

一
、
二
八
四

金

{→ 

金

(吋(→{ー)ト)(+) 

全
額
復
興
金
融
悩
勢
で
あ
る
が
、
之
も
六
、
七
二
-
一
百
万
円
の
償
還
の
外
、
出
林
中
央
金
庫
、

国
民
金
融
公
開
等
に
対
し
二
、
一
四
一
百
万
円
の
売
却
を
み
た
為
め
八
、

λ
五
四
百
万
円
の
減

少
を
示
し
た
。
最
後
に
其
他
勘
定
は
政
府
指
定
預
金
た
る
預
ケ
金
の
引
揚
六
、
六

O
O百
万
円

に
よ
り
六
、
二
七
五
百
万
円
を
減
少
し
た
。

次
に
負
債
面
に
於
て
は
発
行
銀
行
券
は
上
何
回
、
二
三
七
百
万
円
、
中
何
回
、
五
六
五
百
万

円
を
収
縮
し
た
が
、
下
何
一

一
、
四
二
凶
百
万
円
を
膨
脹
し
結
局
月
中
二
、
六
二
二
百
万
円
の
噌

発
と
な
っ
た
。
政
府
預
金
は
当
直
預
金
一
豆
、
五
三
三
百
万
円
、
内
地
指
定
預
金
六
、
六

O
二

百
万
円
、
援
助
資
金
預
金
=
一一
、

O
二
九
百
万
円
、
其
他
預
金
一
五
九
百
万
円
を
夫
々
減
少
し

た
結
果
三
五
、
二
一
二
三
百
万
円
の
激
減
を
示
す
に
至
っ
た
。
而
し
て
当
座
預
令
に
於
て
は
一
般

会
計
が
政
府
出
資
の
増
加
、
地
方
配
付
税
の
支
払
進
捗
に
よ
り
、
又
食
糧
管
却
特
別
会
計
が
麦

の
超
過
供
出
と
早
場
米
供
出
に
伴
う
支
出
増
加
に
よ
り
夫
々
受
超
額
が
少
額
に
止
ま
っ
た
土
、

貿
易
会
計
の
支
払
超
過
五
、
八

一
五
百
万
円
の
外
食
担
証
券
の
市
中
償
還
が
七
、
八

O
五
百
万

円
に
上
っ
た
為
め
民
間
関
係
に
於
て
八
、

-
O
O百
万
円
を
減
少
し
、
又
木
行
関
係
に
於
て
は

前
述
の
預
金
部
の
食
粗
証
券
買
入
超
過
七
、
九
七

O
百
万
円
及
び
援
助
資
金
預
金
の
食
粗
証
券



買
入
二
四
、
八
八

O
百
万
円
等
を
主
因
と
し
て
二
七
、
二
二
九
百
万
円
を
減
少
し
た
が
、
之
に

対
し
指
定
預
金
の
引
揚
に
よ
り
六
、
六

O
O百
万
円
、
援
助
資
金
預
金
と
の

組
替
に
よ
り

一

三、

O
二
九
百
万
円
を
増
加
し
た
。
こ
の
援
助
資
金
預
金
の
動
き
は
第
三
国
分
と
し
て
当
座
預

金
よ
り
一

七、

六
二
O
百
万
円
を
繰
入
れ
た
の
に
対
し
固
有
鉄
道
及
び
電
気
通
信
事
業
会
計
へ

の
投
融
資
々
金
と
し
て
夫
々
一

、
二
九
八
百
万
円
、
四
、
一一一一

一
一
百
万
円
、
始
め
て
の
対
民
間

融
資
と
し
て
の
日
本
窯
索
肥
料
へ
の
貸
付
資
金
と
し
て
一
七
O
百
万
円
、
食
糧
証
券
賀
入
資
金

と
し
て
ニ
問
、
八
八

O
百
万
円
が
当
座
預
金
に
繰
民
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

か
〈
て
日
本
銀
行
主
要
勘
定
を
通
じ
て
見
た
一

般
市
中
の
金
融
情
勢
は
財
政
資
金
の
引
揚
が

. 
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定
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手

形
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金
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(+) 
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四
九
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付

金

(一)

て
0
0
0

政

府
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国

(一)

二
七
、
一
一

λ

{貨

券

(ー)

入
、
八
五
回

日
本
銀
行
券
増
減
原
因
分
析

昭
和
二
十
四
年
七
月
|
九
月 ~ーーーー、 ，...，...帽、

其農其十特其十

大

殊

銀

一

大

銀

他

娘

林

中

央

金

長

国

期

食

糧

証

復

興

副!

金

銀
憤

一
段
落
し
た
が
、
復
興
金
融
債
券
の
償
還
は
大
部
分
日
本
担
行
所
有
分
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ

た
為
め
直
接
市
中
を
潤
さ
ず
、
又
政
府
指
定
預
金
の
引
揚
を
み
た
為
め
依
然
窮
屈
に
て
、
日
本

銀
行
よ
り
の
借
入
金
は
著
増
し
、
又
同
行
に
対
す
る
長
期
国
債
の
売
却
も
行
わ
れ
た
為
め
銀
行

券
も
若
干
の
増
発
を
見
た
の
尚
木
月
中
全
国
銀
行
預
金
増
加
は
指
定
預
金
を
除
含
八
三
、
六
八

二
百
万
円
と
そ
の
貸
出
増
加
四
回
、
七
二
五
百
万
円
の
倍
額
近
い
増
加
を
示
し
た
が
、
そ
の
少

な
か
ら
ざ
る
部
分
が
決
算
期
関
係
K
よ
る
粉
飾
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
如
く
布
中
金
融
が
窮
屈

で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。
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